
 

 

平成 28 年 12 月 17 日 
 （通算第 283 号） 

問い合わせ先  
長野県庁園芸畜産課 
電話 026-235-7232 

 

 

 
平成 28 年 12 月 16 日に北海道の採卵鶏農場において「高病原性鳥インフルエンザ」が疑われる事

例が確認され、遺伝子検査の結果、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されまし

た。家きん農場での発生は青森県、新潟県に続き５例目となります。 

 

 

 

 

 

 

 また、野鳥においては、今シーズンは過去最も早いペースで高病原性鳥インフルエンザウイルスが

確認されています。例年、野鳥での確認は年末及び年明け以降に増加する傾向があり、今後野鳥の渡

りに応じさらに増えること、県内でも確認されることが考えられます。これまでに発行した『家畜衛

生情報』を参考にしていただき、引き続き、発生予防対策の徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐久 0267-62-4123 伊那 0265-72-2782 松本 0263-47-3223 
上田支所 0268-23-1630 飯田 0265-53-0439 長野 026-226-0923 

県庁園芸畜産課 026-235-7232  

 

 

 

国内における高病原性鳥インフルエンザウイルスの検出状況(平成 28 年 11 月以降) 
 

所在地 北海道 上川郡清水町 
飼養状況 採卵鶏（約 21 万羽） 

経 緯 

・12 月 16 日朝、当該農場から家畜保健衛生所に死亡鶏が増加した旨の通報 
・家畜保健衛生所が当該農場への立入検査を行い、鳥インフルエンザの簡易検査を実施した
ところ陽性を確認 

・12 月 16 日、家畜保健衛生所の遺伝子検査で H5 亜型の遺伝子が検出されたことから、
疑似患畜と判定 

 

北海道で高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

清水町 
12 月 16 日発生 
採卵鶏 
約 210,000 羽 
 

 

 

上越市 
11 月 30 日発生 
採卵鶏 
約 230,000 羽 

 

 

 

12 月 16 日現在 

北海道：5 事例 
（2 事例検査中） 

秋田： 
6 事例 

鳥取： 
５事例 

関川村 
11 月 29 日発生 
採卵鶏 
約 310,000 羽 

 

 

 

宮城：2 事例 

鹿児島： 
28 事例 

兵庫： 
1 事例 

青森：5 事例（4 事例検査中） 

岩手：2 事例（1 事例検査中） 

福島：2 事例（1 事例検査中） 

(栃木：1 事例検査中) 

茨城：15 事例（8 事例検査中） 

愛知：9 事例 
（２事例検査中） 

(三重：1 事例検査中) 

新潟：11 事例 
（4 事例検査中） 

青森市 
12 月 2 日発生 
あひる(フランスガモ) 
約 4,800 羽 

 

 

 

青森市 
11 月 29 日発生 
あひる(フランスガモ) 
約 16,500 羽 
 

 

 

 

確定事例 

野 鳥 確定事例 

検査中 

家きん 

 

異状の通報はこちらへ 


